鎌倉市自治基本条例策定市民会議第７回全体会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年７月１３日（木）午後６時３０分　～　８時４０分

	場　　所　　　　　　　鎌倉福祉センター　２階　第１・２会議室

	出 席 者（敬称略）
市民検討チーム出席者５２名及び事務局（経営企画部部長・次長以下経営企画課１３人）

議事進行担当　：　議長　植木俊康、　議長補佐　荒井泰男、宅見正雄

	会 議 の 概 要

○　はじめに
春日運営委員より、本日の議事進行担当３名を紹介し、了承を得て議事に入った。
戸原経営企画部長から、市議会に特別委員会が設置されたこと、職員組織を立ち上げること、会員のボランティアでの活動への感謝について挨拶があった。
１　運営委員会の会議の概要
第3回、第4回、臨時の運営委員会は会議の概要のとおり。質問はグループごとに運営委員へ。
２　運営委員会から提案と報告

　①　第6回全体会のグループ討議の取りまとめ報告（資料１）

【報告説明】出された意見は、市民会議の進め方と運営法、自治基本条例策定、政策とサービスの、大きく3項目に分けられた。
　②　運営企画グループの当面の運営方針と活動計画（資料２）

【報告説明】策定作業は3段階を考えている。第1期は条例の内容・項目・構成案を検討する。ＰＩ活動も3段階になる。策定作業は6班に分かれて、第1期策定作業中心の計画表のイメージのように10テーマを検討する。
【意見】①と②まとめて質疑を行った。
　・P5-71の意見を見ると、市議会との調整は渉外がやるのか。

→全体会が直接話し合う場面もあると思う。

　　　・早く市民会議の代表者を決めたほうがよい。→必要と考えるが今しばらくこのままで進めたい。
　　　・第1期が重要だ。項目を盛り込むかどうかはどのステップで決めるのか。いろいろな意見がある状態で他の意見を聞いたほうがよいのではないか。
　　　　→第1期が終わってＰＩ活動に入る。そこから新たな項目も出てくる。第1期で項目を絞り込むことはしない。
　　　・テーマ項目はこれで固定か。→これはみんなの意見を整理したもの。項目は柔軟に対応したい。
　　　・ＰＩ活動は第1期の後に行うことになっているが、第1期の期間中から行ったほうがよい。
　　　　→途中からでもよいと思う。ただ白紙で聞いても意見は出にくい。
　　　・職員の参加は最初からがよい。→協働体制を早く作っていく。
　③　広報グループの運営方針と活動計画（資料３）
　　【報告説明】ホームページの構築と維持を当面の活動とする。10人程度の参加者を集めたい。責任者を水野、編集人を橋爪としたい。→担当者は仮で進めたい。
　　【意見】③の質疑を行った。

　　　・ホームページは早く始めたほうがよいと思うが、説明にはギャップがありわかりづらい。
・ニュースレターの発行サイクルと部数は。→ニュースレターは会員用なので1000部程度。
・各メディアや町内会などにはニュースリリースで投げかけては。→皆さんの力も貸してほしい。
３　第1回策定作業部会（資料４）
6班に分かれて「自治基本条例とは何か、その必要性、意義、効果、構成など。」について討議を行い、出された意見は別紙のとおり。


	特 記 事 項

１　次回の鎌倉市自治基本条例策定市民会議の予定

平成１８年７月２８日（金）午後６時３０分～８時３０分　鎌倉市福祉センター２階会議室


